
 
 

北海道科学大学大学院 工学研究科 学位論文等評価基準 
 
 
【修士論文】 
下記評価基準のすべてについて、修士学位論文としての水準に達していると認められたものを 
合格とする。 
 
１．研究の目的、問題意識及び研究テーマが明確であり、適切な論文タイトルがつけられているか。 
２．文章表現、図表、引用文献、補足資料などが適切であり、体裁が整えられているか。 
３．研究テーマに関連する先行研究のレビューが適切に行われているか。 
４．実施した研究方法が適正であり、必要な倫理的配慮がなされているか。 
５．結果について深く分析・考察され、首尾一貫した論理構成の下、適切な結論が導き出されているか。 
６．関連研究等に関する文献の引用方法は適正であるか。 
７．研究の成果は、新規性・独創性・有効性を有しているか。 
 
 
 
【修士設計及び修士作品】 
成果（修士設計・修士作品を意味する）審査にあたっては，成果と成果説明書（成果の意義・背景・方法・
結果等を記したもの）を以下の評価項目を考慮しながら検討し，必要な水準に達していると認められたも
のを合格とする。 
 
１．成果説明書において，成果の課題設定が明確に示され，技術的，芸術的，あるいは社会的な意義に 

ついて述べられているか。 
２．成果説明書において，成果制作に際して参考となる先行成果・先行研究の調査およびレビューが 

的確に行われているか。 
３．成果説明書として，語句の使い方や文章表現が的確で，体裁は整っているか。文献等は正しく 

引用され，図表等の引用元は明らかにされているか。 
４．課題設定に対し，制作方法は妥当であるか。また，制作において，技術的課題は克服できているか。 
５．出来上がった成果は，課題設定に応える十分な表現となっているか。また，当該分野において， 

新規性を持った技術的，芸術的貢献となっているか，あるいは有用性のある社会貢献となっているか。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
【博士論文】 
下記評価基準のすべてについて、博士学位論文としての水準に達していると認められたものを 
合格とする。 
 
１．研究の目的、問題意識及び研究テーマが明確であり、適切な論文タイトルがつけられているか。 
２．文章表現、図表、引用文献、補足資料などが適切であり、体裁が整えられているか。 
３．研究テーマに関連する先行研究のレビューが適切に行われているか。 
４．実施した研究方法が適正であり、必要な倫理的配慮がなされているか。 
５．結果について深く分析・考察され、首尾一貫した論理構成の下、適切な結論が導き出されているか。 
６．関連研究等に関する文献の引用方法は適正であるか。 
７．研究の成果は、新規性・独創性・有効性を有しているか。 
８．当該学問分野の発展に寄与する学術的価値を有しているか。 
 

学位審査体制及び方法 
 
本学大学院の学位審査体制及び方法は、本学学位規程に基づき、以下のとおり定めています。 
 
●審査体制（学位規程第 6 条） 
・研究科委員会は、当該研究科の教員のうちから、審査委員として主査１名及び副査２名以上を選定する

ものとする。ただし、審査のため必要と認めたときは、副査に他研究科及び他の大学院又は研究所等の
教員等を加えることができる。 

（論文博士の場合） 
・研究科委員会は、当該研究科の教員のうちから、審査委員として主査１名及び副査２名以上を選定する

ものとし、主査には教授をあてるものとする。ただし、審査のため必要と認めたときは、副査に他研究
科及び他の大学院又は研究所等の教員等を加えることができる。 

 
●審査方法（学位規程第９条） 
・審査委員は、当該学位論文の審査等を行うものとする。学位論文審査及び最終試験等については別に定

める。 
・修士論文の審査には、本学大学院学則の定めるところにより、当該専攻が必要と認めたときは、修士設

計など特定の課題についての研究成果の審査をもって論文審査に代えることができる。 
・博士課程の最終試験については、学位論文を中心とした関連科目について筆記又は口述により実施する

ものとする。 
・論文博士の試験及び学力確認については、学位論文を中心とした学術について筆記又は口述により実施

するものとし、本学大学院の博士課程を修了して学位を授与される者と同等以上の学力があることを認
定するために行うものとする。 


